
JR 東日本グループ　社会環境報告書 2011

JR East Group Sustainability Report 2011 88

【第三者保証報告（WEB版）】

　JR東日本単体のエネルギー消費量の集計にあたり、輸送部門とそれ以外
の部門、また他社への供給分について集計範囲を整理しました。JR東日本の
エネルギー消費量を把握するなかで、グループ会社のエネルギー消費量の
整理も進み、それぞれのエネルギー消費量やCO2排出量がより実態を示す数
値になったと考えます。
　エネルギーに関しては情報の整理が進みましたが、グループ会社の環境に
関する定量情報は、「グループ全体の環境負荷」で開示されているのみです。
JR東日本単体と比較して個々のグループ会社の環境負荷は小さく、また、さ
まざまな事業を行うグループ会社の環境負荷について説明することが難しい
などの理由でJR東日本に焦点を当てた報告がされてきたということは十分に
理解できます。しかし、グループ全体では鉄道以外の事業が年々拡大してい
ますので、「JR東日本グループ」の年度報告とするならば、鉄道以外の事業に
ついても、方針や取り組み、その結果の開示ということが必要になってきてい
るのではないかと考えます。
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